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の世論に影響を与え、A 国が B 国の国民から好感を得ることで、A 国の政策をより円滑に進めよ
うとする活動のことである。換言すれば、A 国と B 国の上層部同士が直接やりとりするのが、「外交」
であり、他方、A 国の上層部が B 国の一般大衆（国民）に働きかけることで、外交を行いやすく
するのが「広報外交」である。
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新渡戸は、1883（明治 16）年 9 月に、22 歳で東京大学に入学した際に、担当教諭の外山正一（1848
～1900）に将来何をするのかと問われ、「太平洋の橋になり度と思ひます（中略）日本の思想を外
国に伝へ、外国の思想を日本に普及する媒酌になり度のです」3 と答えている。彼がその希望をはじ







































彼が幼少期に影響を受けたことの 1 つめは、「武士道」の教育である。新渡戸が生まれた 1862（文
久 2）年は、明治維新の 6 年前であり、江戸時代の慣習にならって、彼が 5 歳の時には「武士の一































































































1871（明治 4）年の満 9 歳の時に上京した。新渡戸が最初に学んだ学校は、築地にある外国人が経












































































































開拓事業について学ぶために、1877（明治 10）年 9 月（満 15 歳）に、札幌農学校に第 2 期生とし
























新渡戸の信仰面についてみると、札幌農学校 2 期生 22 名のうち、新渡戸、内村鑑三、宮部金吾、
広井勇（1862～1928）、高木玉太郎、藤田九三郎、足立元太郎の 7 人がキリスト教に入信し、1878（明
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ように、彼は物事を正確に突き詰めて考える傾向が強かったのである。












1881 年 7 月に、19 歳で新渡戸は札幌農学校を卒業し、開拓使御用掛（官職）として民事局勧業
課に出仕した。就職後も暇さえあれば読書し、特に『衣装哲学』を耽読した 68。カーライルからは、
机上で考えるだけでなく、実際に行動する、つまり実践することの重要性を学んだ。
しかし、こうした多読のために再び目が衰えたため、1881 年 12 月末から 1882 年 1 月にかけて、
新渡戸は東京で目の治療に専念した。1882 年 3 月には農商務省御用掛を命じられ、同年 4 月には




























































戸は、東京大学に入学したものの、大学の授業に物足りなさを感じ、1 年生の 2 学期の終わりには早々
に中退を決意し、翌 1884 年 8 月に東京大学を退学した 76。在学期間はほぼ 1 年間であった。この
頃の新渡戸の英語力は、「二十代の頃には、英語の本を読む方が、日本の本を読むより遥にやさし
いくらゐであった。」77 というレベルに達していたのである。

















































































の規模は、少人数の集会から、聴衆約 800 人の大規模の集会まであった 105。新渡戸は、講演時に
は「多くは日本服着用」106 を希望された。1887 年 5 月に、新渡戸はアメリカを去ることになるが、







































1887 年 6 月に、新渡戸はドイツのボンに到着した。彼は、ボン大学で 2 学期間（14 ヵ月間）だ
け学び、1888 年 8 月にはベルリン大学に移り、その後ベルリン大学で約 1 年間学んだ 119。さらに、
























年 6 月に論文「日本土地制度論」（ドイツ語）を提出し、文学修士と哲学博士を取得した 129。























えてくれて、さらにその出版経費として 440 ドルを貸してくれた 135。新渡戸は札幌に戻った後に
数年かけて 440 ドルを返済した 136。新渡戸は、英文著書という形で発信することに非常に大きな
意義を感じていたため、たとえ借金をしてでも自費出版したいという気持ちが強かったのである。
1891（明治 24）年 1 月に、『日米関係史』（The Intercourse Between the United States and 
Japan：An Historical Sketch）という書名で、ジョンズ・ホプキンス大学出版部より出版された 137。
『日米関係史』は、3 年後の『ザ・サタデー・レヴュー』（The Saturday Review）（1904 年 10 月
15 日付）に好意的な書評が掲載されていることから、継続的に読まれていたものと思われる 138。
1891（明治 24）年 1 月に、新渡戸はフィラデルフィアのフレンド集会堂で、メアリーと結婚式

















1891（明治 24）年 3 月、新渡戸は札幌農学校教授に任ぜられて、農政学、農史、農学総論、植
民論、経済学、英文学、ドイツ語、倫理学、農業経済などの指導を担当することになった 143。




さらに、1894（明治 27）年 1 月には、社会事業として貧民児童のための「遠友夜学校」を設立
するなど、多忙な日々を送った 146。
















結果、1897（明治 30）年 10 月に、医師の勧めとメアリー夫人の英断により、札幌農学校教授やそ
の他のポストを辞職し、伊香保で療養することにした。
翌 1898（明治 31）年 7 月には、新渡戸は、「薬用は必要ないが、唯気永に静養するの外全癒の見
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込なし」150 と診察されたことから、その後の約 2 年間、メアリー夫人に付き添われて、アメリカの
カリフォルニア南部を転地しながら療養することになった。この療養中に、『武士道』が執筆され
た 151。
1899（明治 32）年 11 月に、新渡戸は、アメリカで、『武士道』（英文）を出版し、翌 1900（明治




























（1884 年～ 1891 年）
札幌農学校教授時代























文「The Imperial Agricultural Col-























































































































































































活』（Japanese Nation：its Land, its People and its Life）（1912 年 6 月）や、『日本：その問題と







































































































































































































































































新渡戸は、⑧満州事変直後の 1932 年 4 月には渡米して約 1 年間、対日感情が非常に悪化している
アメリカにおいて、日本の立場を訴えかける広報外交を展開した。⑨ 1933 年 2 月に日本が国際連
盟から脱退した後の、同年 8 月にはカナダのバンフにおいて開催された第 5 回太平洋会議に出席し、
世界各国の不寛容さから生じている経済のブロック化に警鐘を鳴らす講演を行った。そして、その
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Formation of Nitobe Inazo's view of "Public Diplomacy"  
and its significance
Kazuma UESHINA
Inazo Nitobe (1862-1933) is known as a liberalist and an internationalist involved in various 
activities in different fields such as education, colonial policy, religion, agricultural administration, and 
international relations in the period between World War I and World War II. Among the various 
activities in which Inazo Nitobe was involved, this paper focuses on " Public Diplomacy."
Nitobe was born in a samurai family in the Tohoku region in the late Edo period, and after studying 
at three English schools in Tokyo, he studied at Sapporo Agricultural College and the University of 
Tokyo. However, dissatisfied with studying at the University of Tokyo, he went to the United States to 
study at Allegheny College and Johns Hopkins University. After that, he moved to Germany, studied at 
the University of Bonn, the University of Berlin, and the University of Halle, before returning back to 
Japan.
In this article, I analyze the "formation period" of Nitobe's Public Diplomacy capabilities and basic 
experience. Specifically, by considering Nitobe's words and actions, I will clarify the following points.
(1) How his familial background shaped his skills?
(2) What kind of educational process did he go through?
(3) How did he improve his Public Diplomacy abilities?
(4) What forms the basis of his view of Public Diplomacy?
(5) How did he think Public Diplomacy should be done?
(6) What is the modern significance of his Public Diplomacy?
After going through the "formation period" of Public Diplomacy as described above, Nitobe 
published an English book called "Bushido". "Bushido" became a global bestseller and provided an 
opportunity for Japan to resolve the misunderstandings it received in the international community. In 
short, "Bushido" was the first success of Nitobe's Public Diplomacy.
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